ら でも 見つかる 事で しょうし、 なんだか 張り合いの 無 

いこと だと 思って いました。 この 世界中に (などと 言 

うと、 あなた は、 すぐお 笑いになります) 私で なけれ 

ば、 お 嫁に 行けない ような 人のと ころへ 行きたい もの 

だと、 私 は ぼんやり 考えて 居りました。 丁度 その 時に、 

あなたの ほうからの、 あのお 話が あつたの でした。 ず 

いぶん 乱暴な 話だった ので、 父 も 母 も、 はじめから 不 

こっとう や たじ ま 

機嫌でした。 だって、 あの 骨董 屋の但 馬さん が、 父の 

会社へ 画 を 売りに 来て、 れいのお 喋り を、 さんざんし 

た 揚句の 果に、 この 画の 作者 は、 いまにき つと、 もの 

になります。 どうです、 お嬢さん を 等と 不謹慎な 冗談 



ちょうしょ-つ 

中の 人 みんなに 嘲笑 せられて、 けれども 平気で 誰に 

も 頭 を 下げず、 たまに は 好きな お 酒 を 飲んで 一 生、 俗 

世間に 汚さ れ ずに 過し て 行く お 方 だ とば かり 思って 居 

りました。 私 は、 ばかだった のでし ようか。 でも、 ひ 

とりくら いは、 この 世に、 そんな 美しい 人が いる 害 だ、 

と 私 は、 あの 頃 も、 いま もな お信じて 居ります。 その 

ひたい げっけいじゅ 

人の 額の 月桂樹の 冠 は、 他の 誰に も 見えない ので、 

きっと 馬鹿 扱い を 受ける でしよう し、 誰もお 嫁に 行つ 

てあげて お 世話しょう ともしないでしょう から、 私が 

行って 一生お 仕えし ようと 思って いました。 私 は、 あ 

なた こそ、 その 天使 だと 思って いました。 私で なけれ 



したくなかった のです。 本当に、 私 は 一度 だって、 あ 

なた に、 お金が 欲しい の、 有名に なって 下さいの、 と 

お願いした 事 は ございません でした。 あなたの ような、 

口下手な、 乱暴な おかた は、 (ごめんなさい) お金 持に 

もなら ないし、 有名に など 決して なれる もので ない と 

私 は、 思って いました。 けれども、 それ は、 見せかけ 

だった のね。 どうして、 どうして。 

但 馬さん が 個展の 相談 を 持って来られた 時から、 あ 

なた は、 何だか、 おしゃれに なりました。 まず、 歯 医 

者へ 通い はじめました。 あなた は 虫歯が 多くて、 お 笑 

いになる と、 まるでお じいさん のように 見え ましたが、 



になる 事 も ありました。 そんな 時、 あなたの 陽気な 笑 

い 声が、 お 台所まで 聞え て 来ました。 あなた は、 ほん 

とに、 お喋りに なりました。 以前 あなた は、 あんなに 

無口だった ので、 私 は、 ああ、 このお かたは、 何も か 

も わか つ て いながら、 何でも 皆つ まらない から、 〔#「」 

は 底本で は 「、匕 こんなに、 いつでも 黙って 居られる の 

だ、 とば かり 思い込んで 居り ましたが、 そうで もない 

らしい のね。 あなた は、 お客様の 前で、 とてもつ まら 

ない 事 を、 おっしゃって 居られます。 前の 日に、 お 客 

様から 伺った ばかりの 画の 論 を、 そっくり そのまま 御 

しかつめ 

自分の 意見の ように 鹿爪らしく 述べて いたり、 また、 



を 集めて、 あの 団体 を、 お作りに なった ので ございま 

す もの。 あなたに は、 まるで 御 定見が、 ございません。 

この 世で は、 やはり、 あなたの ような 生き かたが、 正 

しいので しょうか。 葛& さんがい らした 時には、 お 二 

人で、 雨宫 さんの 悪口 を おっしゃって、 憤慨したり、 

ちょうしょう 

嘲笑した りして 居られ ますし、 雨宫 さんがお いでの 

時 は、 雨宫 さんに、 とても 優しくし てあげて、 やつば 

り 友人 は 君 だけ だ 等と、 噓と は、 とても 思えない ほど 

感激 的に おっしゃって、 そうして、 こんど は 葛 西さん 

の 御 態度に 就いて 非難 を、 おはじめになる のです。 世 

の 中の 成功者と は、 みんな、 あなたの ような 事 をして 
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